
 

別記様式第４号  

平成２９年度 独創的研究助成費 実績報告書 

平成 30年 3月 30日 

報 告 者 学科名 デザイン工学科 職 名 准教授 氏 名 益岡 了  

研 究 課 題 一体型PCオーディオ機器の開発 その２ 

研 究 組 織 

氏 名 所 属 ・ 職 専 門 分 野 役 割 分 担 

代 
表 益岡 了 

製品・情報デザイン

領域 准教授 

情報・プロダ

クトデザイン 

システム設計・制作全般

・試験・研究統括 

分 

担 

者 

三原 鉄平 

 

 

 

中原 嘉之 

製品・情報デザイン

領域 准教授 

 

 

製品・情報デザイン

領域 助手 

プロダクト

（家具）デザ

イン 

 

デザイン模型

製作 

筐体設計・制作・評価 

 

 

 

制作支援・技術支援・評

価 

研究実績 

の概要 

我々は各種インタフェースデザイン開発と、デジタルファブリケーションの応用と

して木工製品デザイン開発に取り組んできました。昨年度は、それらの応用としてレ

ーザー加工機を使用し治具を制作することで、短期間に木工製品の試作・量産が可能

な制作手法を実践した家具的なデザインアプローチ活用したデザイン提案を行い、そ

の教育的な成果を含めて各種学会で報告を行い一定の評価を得ました。 

そこでより高性能な部品を使用し、商業的な製品提案にも留意した、一体型PCオ

ーディオ機器の開発を音響回路とデザインの両面から実施しました。これは従来の音

響機器デザインの延長ではなく、現代的なライフスタイルに適合する機器提案であ

り、技術開発に留まらない研究開発・魅力的なデザイン提案であり、停滞感の大きい

我が国のオーディオ産業の復興の一助になり得ると期待出来ました。 

2017 年 9 月に行われたヒューマンインタフェース学会ヒューマンインタフェース

シンポジウム 2017では、主にマン・マシン・インタフェースの視点から、また工学

系学会にあってデザイナー的なHCD（Human Centered Design）研究開発の実例とし

てポスター発表を行い、一定の評価を得ました。 

また 2017年 10月に行われた 2017年度日本デザイン学会秋季企画大会では、当年

度から始まった「スプリント型研究発表」に、本プロトタイプを実演し、そのデザイ

ン的な検討結果について一定の評価を得ました。 

この結果を受けて、搭載回路や基本構造の実証的な段階を経たと判断し、より製品

段階に近いプロトタイプの制作を行いました。出力に余裕のあるWINGONEER社の

Bluetoothレシーバ・デジタルアンプの一体基板を採用しました。これはデジタルアン

プの基幹部品として米TI社のTPA3118を採用し、Bluetoothオーディオレシーバモジュ

ールを搭載し、電源投入後に自動的にスマートフォンやPCとペアリング可能で、比

較的簡単に音源データの入力が可能となり、一般ユーザにとって操作性の向上が図ら

れました。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

一定の量感再生を想定し、且つ自然な声音再生に留意した結果、スピーカユニット

にはFOSTEX社のFF-165WKを採用しました。これは前回までの試作で13〜16cmサイ

ズのフルレンジスピーカーユニットの優位性が確認されたためです。 

これらの回路とスピーカユニットを収める筐体として、一般的なスピーカボックス

的なデザインを排し、より一般的な生活環境内での設置を念頭に、ブラウン管時代の

脚付きTVキャビネット状の脚付きの一体型（アンサンブル型）オーディオを設計し

ました。これはオーディオ上面への雑貨などの配置や、ユーザが椅子に腰掛けた場合

に適したスピーカ位置を考慮した結果です。また脚部を設けることで全体の重量感を

床から離すことが可能となり、機器全体の印象を軽快にする効果が想定できます。 

スピーカ部全面に貼られるユニット保護用のスピーカネットは、音響的な影響の少

ない軽量で薄手の布地の採用例が目立ちますが、本機には前面の視覚的な印象への影

響を考慮し、旧式ラジオなどに用いられた所謂ビンテージタイプの布地を輸入し、グ

リル枠に貼付けました。ただし音響への影響を考慮し、グリル枠は取り外し可能にな

るように工夫しています。 

この成果については 2018 年度日本デザイン学会春季研究発表大会に現在研究報告

を予定し、既に投稿完了し、受理連絡がありました。 
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